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聴覚障害に関する臨床的評価、臨床データ収集、コミュニケーション・教育に関する評価、
診療マニュアル確立に関する研究 

 
研究分担者 氏名 守本倫子 

国立成育医療研究センター 感覚器・形態外科部 耳鼻咽喉科 診療部長 
 

 研究要旨 
視覚・聴覚二重障害児は一般的な発達検査バッテリーを用いた評価での指導は困難であり、少
し残存する聴覚や視覚、および触覚を用いて評価、指導を行っていくことで少しずつ発達を促
すことは可能であった。このため、今後発達レベルを適切に評価できるようなスケールを検証
していく必要がある。 

 
Ａ．研究目的 

本研究では、視覚・聴覚二重障害の発達評
価や普遍化したマニュアル作成の意義につい
て検討を行うことにした。また併せて1つの疾
患ごとにどのような指導法を推奨できるか検
討を行うことを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 

視覚聴覚二重障害（先天性風疹症候群）を
有する児３人に対して指文字やジェスチャー
などを用いながら 2歳時、および 3歳時に発
達評価を行った。発達評価には乳幼児精神発
達質問紙を用いた。 
 
(倫理面への配慮) 

本研究では難聴者およびその親族について
調査を行うため、「ヘルシンキ宣言」、「人を
対象とする医学系 研究に関する倫理指針」、
を遵守して進める。人間の尊厳に対する十分
な配慮、事前の十分な説明と 自由意志による
同意、個人に関する情報の徹底、人類の知的
基盤、健康、福祉へ貢献する社会的に有益な 
研究の実施、個人の人権の保障の科学的、社
会的利益に対する優先、本指針に基づく研究
計画の作成、遵守及び事前の倫理審査委員会
の審査・承認による研究の適正性の確保、研
究の実施状況の第三者による調査と研究結果
の公表を通じた研究の透明性の確保に関して、
十分に注意を払いながら実施する。 
Ｃ．研究結果   

症例Aは白内障による弱視と両側重度難聴
がみられた。触覚とサインにて療育を受けて
いた。 
症例Bは網膜症による弱視と両側中等度難聴
がみられた。発達遅滞があるため、遊びの中
で補聴器装用しながら療育を続けた。 
症例Cは白内障による弱視と両側重度難聴が
あ 
った。補聴器装用でも反応は明らかではない
ため、音の鳴る玩具を目の前にかざして反応
を見るようにしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乳幼児精神発達質問紙結果 1 回目の評価は 2 歳
前後、2 回目の評価は 3 歳前後で行っている。発達
は非常に遅れているものの、どの症例も 1 年間で緩徐
ではあるが発達はしている。 

症例 A      B         C 

視覚・聴覚二重障害を有する先天性風疹症候群3 症
例の発達 
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Ｄ．考察 
この 3 症例のように、視覚・聴覚の二重障

害がある児の多くに精神運動発達障害を認め
られる。うち 2症例（症例 A,C）は出生直後よ
り他の合併症も有していたこともあり、発達
面の遅れが予測されていた。こうした症例に
は、単に２つの障害をつなぎ合わせたもので
はなく、独自の困難とニーズをもつ 1つの障
害ととらえた視点で、残された視覚や触覚な
どを用いてコミュニケーションの基盤を育て
る指導が必要であった。やり取りを通じて要
求や母親の認識 など探索・操作、社会領域の
発達が促されたが、同時期に音の反応が得ら
れたり、定頸やつかまり立ち等の運動を獲得
したりと、それぞれの領域が相互に影響しな
がら発達していることが推測された。 

視覚・聴覚二重障害児の多様性から、1つの
尺度や 1つの方法で評価、指導を行っていく
ことは困難であり、様々な専門家によるチー
ムを形成し、それぞれの視点で個々に評価と
指導方法の検討を行っていくことが肝要では
ないかと考えられた。 
 
Ｅ．結論 

就園、就学に際してどのような教育・療育
の場が適しているのかを判断するため、通常
は既存の発達検査（新版 K式、WiscIV など）
が行われる。しかし、これらは視覚情報もし
くは聴覚情報を使いながら評価するため、ど
ちらからも情報が入らない児に対しては発達
を客観的に評価することは困難で、一般的に
能力を低く取られがちである。今後視覚・聴
覚二重障害児の発達レベルを適切に評価でき
るようなスケールを検証していく必要がある
だろう。 
 

Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 
柳澤瞳、今井裕弥子、守本倫子：2012 年から
2013 年の風疹流行に伴う先天性風疹症候群 4
例の経過と言語指導について．小児耳 
2019；40（３）：264-270． 
 
2. 学会発表（発表誌名巻号・頁・発行年等も
記入） 
 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
む。） 
1. 特許取得 なし 
 
2. 実用新案登録 
 
3. その他 
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